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『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
に
見
る
古
活
字
版
刊
行
事
業
の
一
端

   
―
第
一
種
と
第
十
一
種
を
中
心
に
―

　
　

阿　

部　

亮　

太

要　

旨　

　

本
稿
で
は
、
古
活
字
版
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
全
十
一
種
の
う
ち
、
慶
長
期
の
第
一
種
と
元
和
期
の
第
十
一
種
の
伝
本
群
を
比
較
し
て

両
作
品
の
刊
行
の
実
態
を
調
査
し
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
種
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
が
欠
損
活
字
を
共
有
す
る
た
め
「
共
時
に
開
版
」
さ
れ
た
と
す
る
川
瀬
一
馬
氏
の
指

摘
を
追
認
し
た
。
そ
し
て
、
両
作
品
は
同
一
の
植
字
盤
・
活
字
を
用
い
て
『
保
元
物
語
』
が
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
従
来
嵯
峨
本
や
観

世
流
謡
本
に
の
み
確
認
さ
れ
て
き
た
解
版
前
の
活
字
差
し
替
え
（「
部
分
異
植
字
」
と
も
）
の
事
例
が
第
一
種
に
も
確
認
で
き
、
そ
の
目
的
は
誤

字
訂
正
や
版
面
の
違
和
感
の
解
消
に
あ
っ
た
。
こ
の
検
討
か
ら
第
一
種
の
刊
行
は
、
①
組
版
、
②
摺
刷
、
③
校
閲
、
④
誤
字
訂
正
（
活
字
差
し
替

え
）、
②
―
④
、
…
…
と
い
う
工
程
を
経
て
、
各
刷
の
山
を
区
別
せ
ず
に
製
本
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
東
洋
文
庫
本
の
補
写
丁

が
製
本
工
房
で
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
補
足
し
た
。
第
十
一
種
に
つ
い
て
も
、欠
損
活
字
の
共
有
か
ら
川
瀬
氏
の
共
時
開
版
説
を
追
認
し
た
。
ま
た
、

該
種
に
は
読
者
の
読
解
を
助
け
る
活
字
差
し
替
え
の
事
例
を
見
出
し
、
両
作
品
が
元
和
期
ま
で
に
広
範
な
読
者
層
を
得
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る

と
考
え
た
。

　

総
じ
て
『
平
治
物
語
』
よ
り
も
『
保
元
物
語
』、
第
十
一
種
よ
り
も
第
一
種
の
方
が
複
雑
な
作
業
実
態
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
最
初
に
『
保

元
物
語
』
を
刊
行
し
て
要
領
を
得
、『
平
治
物
語
』
は
手
際
よ
く
刊
行
で
き
た
と
い
う
事
情
や
、
校
閲
の
省
力
化
と
印
刷
の
効
率
化
（
量
産
）
の

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
、
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
の
古
活
字
版
研
究

　

中
世
を
通
し
て
流
動
し
続
け
た
『
保
元
物
語
』
と
『
平
治
物
語
』
の
本
文
は
、
近
世
初
期
の
刊
行
に
よ
り
落
ち
着
い
た
。
こ
の
時
期
の

活
字
印
刷
に
よ
る
出
版
物
は
現
在
「
古
活
字
版
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
る
と
、
両
作
品
は
慶
長
―
寛
永
年
間
に
刊
行
さ

れ
た
版
種
が
十
一
種
類
確
認
さ
れ
る
と
い
う（

1
）。
こ
れ
は
『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
の
十
五
種
類
に
次
い
で
多
く
、
時
代
の
移
行
期
に

お
け
る
歴
史
観
や
文
芸
の
継
承
と
い
う
営
為
に
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

両
作
品
の
刊
行
事
業
を
概
観
す
る
た
め
に
、
川
瀬
氏
の
指
摘
を
確
認
し
て
お
く
。
な
お
、
引
用
の
際
に
は
段
組
の
書
式
を
一
部
改
め
、

版
種
、
版
種
の
特
徴
、『
保
元
物
語
』
の
伝
本
、『
平
治
物
語
』
の
伝
本
、
の
順
に
記
し
た
。
ま
た
〈　

〉
内
は
も
と
小
字
双
行
だ
が
、
並

み
字
に
改
め
た
。

 　
　
（
ハ
）
保
元
・
平
治
物
語　
　

三
巻　
　

三
冊

保
元
・
平
治
物
語
も
他
の
軍
記
物
語
と
共
に
近
世
初
期
に
於
い
て
最
も
多
く
開
版
せ
ら
れ
た
。
①
こ
の
両
物
語
は
必
ず
共
時
に
開
版

が
行
は
れ
、
刊
記
等
も
平
治
物
語
の
巻
末
に
の
み
附
刻
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
②
平
家
物
語
太
平
記
等
に
比
し
て
片
仮
名
交
り

印
本
は
極
め
て
少
く
、
大
半
は
平
仮
名
交
り
印
本
で
あ
る
事
が
注
意
さ
れ
る
。
な
ほ
現
存
諸
伝
本
中
、
平
治
物
語
に
対
し
て
保
元

物
語
両
種
は
未
だ
共
時
刊
行
と
認
む
可
き
刻
本
を
発
見
し
得
な
い
が
、
こ
の
方
面
に
留
意
し
つ
ゝ
あ
る
間
に
次
第
に
発
見
せ
ら
れ

る
状
態
で
あ
る
か
ら
、
又
他
日
必
ず
補
訂
す
る
事
も
出
来
る
と
思
ふ
。
③
次
に
大
略
推
定
刊
行
年
代
順
に
従
つ
て
種
別
を
表
示
す
る

と
左
の
如
く
で
あ
る
。
便
宜
両
物
語
を
対
照
し
て
記
載
す
る
。
何
れ
も
流
布
本
系
統
で
あ
る
が
、
巻
の
分
ち
方
は
、
其
の
中
第
一
・

二
・
十
種
本
保
元
物
語
の
み
は
二
巻
に
分
ち
、以
下
は
凡
て
三
巻
本
で
あ
る
。
但
し
内
容
に
就
い
て
は
、第
一
・
十
種
本
が
最
も
よ
く
、
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誤
脱
等
少
く
、他
の
諸
本
は
殆
ど
同
一
の
本
文
を
有
す
る
。
書
誌
学
二
ノ
一
至
四
、
高
橋
貞
一
氏
「
保
元
・
平
治

物
語
の
諸
異
本
よ
り
流
布
本
の
成
立
」
参
照
。　

    （
一
）
慶
長
中
刊
十
行
本
。（
第
一
種
）　
〈
④
毎
半
葉
十
行
。
毎
行
約
十
八
字
。
字
面
の
高
さ
約
七
寸
七
分
。
⑤
平
家
物
語
・
徒
然
草
・

花
鳥
風
月
等
同
種
活
字
印
本
多
し
。
保
元
物
語
の
み
二
巻
に
分
つ
。
目
録
章
段
な
し
。
但
し
、
其
の
内
容
は
三
巻
本
と
異
る
な
し
。

流
布
印
本
の
祖
と
な
り
し
も
の
な
れ
ば
、
後
の
諸
印
本
の
誤
脱
を
訂
正
し
得
可
き
も
の
あ
り
。
本
書
植
版
印
行
の
際
に
於
け
る
誤

植
を
張
紙
又
は
呉
粉
等
を
塗
抹
し
て
訂
正
の
文
字
を
捺
印
せ
る
部
分
多
し
。〉

             

保
元
物
語
―
図
書
寮
尊
蔵
二
冊
、
原
装
。

朱
墨
書
入　
　

・
東
京
文
理
科
大
学
渡
邊
氏

旧
蔵

・
東
洋
文
庫
分
四

冊

・
京
都
帝
国
大
学
上
一
冊
、
原
表
紙
存

す
。
洒
竹
文
庫
旧
蔵

・
猪
熊
信
男
氏
上
一

冊 

蔵

（
補
訂
篇

参
照　

）

              

平
治
物
語
―
図
書
寮
尊
蔵
三
冊
、
原
装
。
朱
墨
書
入
。
各
冊
見
返　

に
「
徳
運
」
な
る
慶
長
中
の
識
語
あ
り
。

・
東
京
文
理
科
大
学
渡
邊
氏

旧
蔵

・
成
簣
堂
文
庫
上
欠
二

冊
、
原
装
。蔵

                                 （
…
中
略
…
）

（
一
一
）
元
和
四
年
刊
（
片
仮
名
本
）　
〈
⑥
元
和
四
年
刊
、
四
周
単
辺
、
無
界
、
毎
半
葉
十
一
行
片
仮
名
交
り
。
平
治
物
語
巻
末
に
「
元

和
四
暦
三
月
日　

開
板
」
の
刊
記
あ
り
。〉

              

保
元
物
語
―
成
簣
堂
文
庫
泉
之
屋
文
庫

印
記
あ
り
。

・
尊
経
閣
文
庫
蔵

              

平
治
物
語
―
成
簣
堂
文
庫
泉
之
屋
文
庫

印
記
あ
り
。

・
尊
経
閣
文
庫
・
東
洋
文
庫
原装

・
栗
田
元
次
氏
中巻

蔵（
2
）

　

川
瀬
氏
は
、
活
字
の
細
小
化
（
毎
半
葉
10
行
・
毎
行
18
字
か
ら
毎
半
葉
12
行
・
毎
行
22
字
へ
。
傍
線
部
④
⑥
）
と
版
面
の
複
雑
化
（
無

訓
か
ら
付
訓
へ
等
。
中
略
部
分
）
と
い
う
傾
向
を
看
取
し
、
そ
れ
を
活
字
印
刷
文
化
の
時
間
的
推
移
（
慶
長
か
ら
元
和
・
寛
永
へ
）
と
捉

え
て
諸
本
の
刊
行
年
時
順
を
推
定
し
、
体
系
化
し
た
（
傍
線
部
③
）。
氏
の
古
活
字
版
研
究
は
基
礎
的
か
つ
網
羅
的
で
あ
り
、
軍
記
物
語
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研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
代
表
作
た
る
『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
に
関
す
る
当
該
分
野
は
川
瀬
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
着
実
に
進
展

し
た（

3
）。
そ
の
一
方
で
、
他
の
軍
記
物
語
に
お
け
る
当
該
分
野
に
は
同
程
度
の
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
中
世
文
学
が

近
世
以
降
も
命
脈
を
保
っ
た
の
は
、
こ
の
古
活
字
版
刊
行
事
業
の
功
績
が
大
き
い
。
そ
し
て
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
は
古
活
字
版

が
複
数
回
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
態
を
部
分
的
に
で
も
解
明
す
る
こ
と
は
、
両
作
品
、
延
い
て
は
中
世
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
手

が
か
り
と
な
る
は
ず
だ
。

　

本
研
究
で
は
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
刊
行
事
業
の
全
体
像
を
把
握
す
る
手
始
め
に
、
右
の
川
瀬
氏
の
指
摘
を
基
に
そ
の
首
尾

た
る
慶
長
期
の
第
一
種
と
元
和
期
の
第
十
一
種
を
調
査
対
象
と
す
る
。
そ
し
て
両
刊
種
の
版
面
を
精
査
し
、
そ
の
刊
行
に
か
か
る
作
業
の

実
態
の
一
部
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
古
活
字
版
の
刊
行
の
実
態
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
そ
の
隆
盛
期
に
絶
え
ず
生
産
さ
れ
続
け
た
両
作

品
の
伝
本
群
は
、
そ
の
作
業
工
程
の
一
端
を
知
る
た
め
の
好
材
料
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
無
論
、
そ
の
先
に
は
両
作
品
の
文
学
史

的
意
義
を
見
据
え
て
い
る
。
両
作
品
が
近
世
初
期
に
幾
度
も
版
を
重
ね
た
の
は
な
ぜ
か
。
各
版
種
の
刊
行
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
っ

た
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
を
念
頭
に
、
ま
ず
は
第
一
種
を
分
析
す
る
。

二
、
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
第
一
種
は
「
共
時
に
開
版
」
さ
れ
た
か

　

第
一
種
の
調
査
で
は
、
以
下
の
伝
本
を
対
象
と
し
た
。
な
お
、
前
掲
の
川
瀬
氏
の
分
類
の
う
ち
、『
保
元
物
語
』
の
伝
本
「
京
都
帝
国

大
学
上
一
冊
、
原
表
紙
存

す
。
洒
竹
文
庫
旧
蔵

」（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
。
一
般
五
―
〇
六
／
ホ
／
二
貴
。
二
巻
二
冊
中
、
下
巻
欠
）
は
異
版
、「
猪
熊
信
男
氏

上
一

冊

蔵
」
は
所
在
不
明
の
た
め
、
本
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。
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『
保
元
物
語
』（【　

】
内
は
本
稿
で
用
い
る
略
称
。
配
列
は
略
称
の
五
十
音
順
。
以
下
同
）

・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
書
陵
部
五
五
七
・
六
六
）
二
巻
二
冊　
【
書
陵
部
本
】

・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
ル
一
四
〇
―
二
）
二
巻
二
冊　
【
筑
波
大
学
本
】

・
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
本
（
三
―
Ｂ
ａ
―
二
五
）
二
巻
四
冊　
【
東
洋
文
庫
本
】

『
平
治
物
語
』

・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
書
陵
部
五
五
七
・
六
七
）
三
巻
三
冊　
【
書
陵
部
本
】

・
一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
本
（『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』〈
お
茶
の
水
図
書
館　

一
九
九
二
・
一
〇
〉
五
八
九
頁
・
下
段
）
三
巻
三
冊
中
、
上
巻
欠　
【
成
簣
堂
文
庫
本
】

・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
ル
一
四
〇
―
七
）
三
巻
三
冊　
【
筑
波
大
学
本
】

　

川
瀬
氏
は
「
こ
の
両
物
語
は
必
ず
共
時
に
開
版
が
行
は
れ
、
刊
記
等
も
平
治
物
語
の
巻
末
に
の
み
附
刻
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
」
と

い
う
（
前
節
所
引
、
傍
線
部
①
）。
し
か
し
、
第
一
種
に
は
刊
記
が
な
い
。
は
た
し
て
、
両
作
品
の
第
一
種
は
共
時
の
開
版
と
い
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
共
時
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
こ
に
関
わ
る
工
房
は
幾
つ
な
の
か
。

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
両
作
品
で
共
有
さ
れ
て
い
る
活
字
の
存
在
に
注
目
し
た
い
。
川
瀬
氏
は
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』

の
活
字
が
『
平
家
物
語
』
ほ
か
複
数
の
作
品
と
「
同
種
活
字
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
（
同
前
、傍
線
部
⑤
）、本
稿
で
は
少
な
く
と
も
『
保

元
物
語
』『
平
治
物
語
』
間
に
同
一
活
字
が
あ
る
か
否
か
を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る（

4
）。
そ
こ
で
、
同
一
活
字
と
判
断
で
き
る
確
か
な

事
例
、
す
な
わ
ち
両
作
品
に
共
通
す
る
欠
損
活
字
を
取
り
上
げ
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
第
一
種
が
「
共
時
に
開
版
」
さ
れ
た
と
す

る
川
瀬
氏
の
説
を
よ
り
詳
し
く
見
て
ゆ
き
た
い
。
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た
と
え
ば
、
両
作
品
の
共
有
す
る
連
続
活
字
「
ミ
な
（
三
那
）」
は
そ
の
好
例
だ
。
な
お
、
本
活
字
は
両
作
品
に
複
数
の
使
用
が
確
認

で
き
、
い
ず
れ
を
掲
出
し
て
も
差
異
は
生
じ
な
い
。
そ
の
た
め
、
掲
出
箇
所
は
無
作
為
に
選
ん
だ
。

【
事
例
1
】
連
続
活
字
「
ミ
な
（
三
那
）」

『
保
元
物
語
』
下
32
オ
8
（
下
巻
32
丁
表
8
行
目
。
以
下
同
）　

（
筑
波
大
学
本
）     　
　

 　
　
　
　

   （
書
陵
部
本
）

『
平
治
物
語
』
上
56
ウ
10

（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　

  （
書
陵
部
本
）
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【
事
例
1
】
で
は
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
筑
波
大
学
本
と
書
陵
部
本
を
掲
出
し
た
。「
ミ
な
（
三
那
）」
の
う
ち
、「
ミ
」
か
ら
「
な
」

へ
の
連
綿
部
分
が
二
箇
所
欠
損
し
て
お
り
、
加
え
て
「
な
（
那
）」
の
「
阝
」
相
当
部
、
急
角
度
で
下
ろ
さ
れ
た
一
画
の
半
ば
も
欠
損
し

て
い
る
。
墨
の
具
合
で
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
右
四
本
の
活
字
は
こ
れ
ら
の
欠
損
を
共
有
す
る
の
で
、
い
ず
れ
も
同
一
活
字

と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、
両
作
品
は
同
一
活
字
を
使
え
る
環
境
（
同
一
工
房
）
で
出
版
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

次
に
、
連
続
活
字
「
か
く
（
閑
久
）」
を
掲
げ
る
。

【
事
例
2
】
連
続
活
字
「
か
く
（
閑
久
）」

『
保
元
物
語
』
上
66
オ
7

（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
陵
部
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　

『
平
治
物
語
』
中
31
オ
4

（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
陵
部
本
）
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【
事
例
2
】
で
興
味
深
い
の
は
、『
保
元
物
語
』
の
二
本
は
無
傷
の
活
字
で
あ
る
の
に
対
し
、『
平
治
物
語
』
の
中
31
オ
4
で
初
め
て
「
く

（
久
）」
の
最
終
画
に
欠
損
が
確
認
さ
れ
、以
降
の
同
一
活
字
は
全
て
欠
損
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、第
一
種
で
は
『
保

元
物
語
』
の
後
に
『
平
治
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
同
一
活
字
を
（
欠
損
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）
襲
用
し
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
川
瀬
氏
の
共
時
開
版
説
を
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
両
作
品
は
同
一
の
活
字
を
共
有
で
き
る
環
境
で
、
連
続
的
に
刊
行
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
初
期
の
古
活
字
版
刊
行
に
お
い
て
、『
保
元
物
語
』
の
次
に
『
平
治
物
語
』
を
、
い
わ
ば
一
対
で
刊
行
し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
の
両

作
品
の
享
受
の
あ
り
方
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
保
元
の
乱
（
皇
族
の
国
争
い
）
と
平
治
の
乱
（
臣
下
の
謀
叛
）
は
構

造
の
異
な
る
戦
乱
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
構
造
一
対
の
事
件
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
は
こ
う
し
た
歴

史
認
識
を
基
に
成
立
し
て
い
る（

5
）。
以
後
、
両
作
品
は
写
本
も
一
対
で
保
存
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
さ
ら
に
、
両
乱
は
本
格
化
す
る
源
平

抗
争
の
前
哨
戦
と
し
て
描
か
れ
、
た
め
に
『
平
家
物
語
』
の
作
品
世
界
と
併
せ
て
読
む
こ
と
で
平
安
末
期
の
動
乱
と
武
士
政
権
の
成
立
過

程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、事
件
の
継
起
順
に
歴
史
を
辿
っ
て
軍
記
物
語
を
読
む
場
合
は
『
保
元
物
語
』
の
次
に
『
平
治
物
語
』

を
読
む
の
が
自
然
で
あ
り
、
こ
う
し
た
享
受
の
実
態
が
実
際
の
刊
行
作
業
に
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
第
一
種
の
誤
字
訂
正

　

本
節
で
は
第
一
種
に
属
す
る
伝
本
群
の
版
面
を
比
較
し
、古
活
字
版
刊
行
事
業
の
実
態
を
調
査
す
る
。
最
初
に
注
目
し
た
い
事
例
は『
保

元
物
語
』
に
お
け
る
誤
字
の
差
し
替
え
で
あ
る
。
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【
事
例
3
】『
保
元
物
語
』
上
12
ウ
5

（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
書
陵
部
本
）

（
東
洋
文
庫
本
）

　
　
　
　
　

　

こ
の
事
例
の
五
文
字
目
は
筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
が
「
閤
」、書
陵
部
本
の
み
が
「
閣
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
筑
波
大
学
本
は
、

後
筆
で
門
構
え
内
の
「
合
」
を
「
各
」
に
上
書
き
し
て
い
る
。
し
か
し
「
各
」
の
上
部
を
狭
小
な
範
囲
に
書
き
入
れ
て
い
る
た
め
に
、
筆

が
重
な
っ
て
中
央
の
余
白
を
潰
し
、
所
掲
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
は
見
え
に
く
い
。
従
っ
て
、
こ
の
上
書
き
箇
所
以
外
の
部
分
、
門
構
え
を

右
三
本
で
比
較
し
よ
う
。
す
る
と
、
そ
の
左
側
の
縦
画
下
半
分
が
、
筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
は
太
く
、
書
陵
部
本
は
細
い
。
同
じ
く

門
構
え
の
右
側
、
最
終
画
の
縦
画
か
ら
左
上
へ
の
跳
ね
の
形
状
を
比
べ
て
も
、
筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
の
活
字
は
同
一
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
文
字
は
「
さ
し
お
き
（
て
）」
と
訓
読
す
る
べ
き
文
脈
な
の
で
書
陵
部
本
の
用
字
が
正
し
い
。
従
っ
て
、
右
三
本
の
先
後

関
係
は
、
筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
が
先
に
刷
ら
れ
、
解
版
前
の
校
閲
を
経
て
誤
植
が
改
め
ら
れ
、
書
陵
部
本
が
刷
ら
れ
た
、
と
考
え

る
の
が
最
も
整
合
的
だ
ろ
う
。

【
事
例
4
】『
保
元
物
語
』
上
19
オ
3
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（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
（
書
陵
部
本
）　　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
（
東
洋
文
庫
本
）

　
「
清
和
帝
祚
尊
」
と
あ
る
べ
き
文
字
列
の
う
ち
、
三
文
字
目
を
筑
波
大
学
本
は
「
常
」
と
誤
り
、
後
筆
で
「
常
」
の
上
に
「
ヒ
」
と
見

せ
消
ち
に
し
て
行
末
に
「
帝
」
と
補
記
し
て
あ
る
。
一
方
、
書
陵
部
本
は
三
文
字
目
を
切
り
抜
き
「
帝
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

東
洋
文
庫
本
は
正
し
い
文
字
「
帝
」
が
刷
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
書
陵
部
本
は
筑
波
大
学
本
と
同
じ
誤
り
を
犯
し
た
先
出
本
文
で
、

誤
り
の
な
い
東
洋
文
庫
本
が
後
出
本
文
だ
っ
た
と
類
推
さ
れ
る
。

　
【
事
例
3
】
で
は
書
陵
部
本
が
、【
事
例
4
】
で
は
東
洋
文
庫
本
が
後
出
性
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
古
活
字
版
に
お
け
る
誤
植
訂
正
の
事
例

が
、
必
ず
し
も
伝
本
自
体
の
完
成
順
を
意
味
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
今
少
し
、
同
様

の
活
字
差
し
替
え
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

【
事
例
5
】『
保
元
物
語
』
下
5
ウ
2

（
筑
波
大
学
本
）　　
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（
書
陵
部
本
）　　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
文
庫
本
）

　
　

　

右
の
文
字
列
の
二
文
字
目
「
川
」
に
は
字
形
が
二
つ
確
認
で
き
る
。
筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
で
は
、
第
一
画
が
外
に
膨
ら
ん
で
か

ら
右
上
に
跳
ね
て
お
り
、
第
三
画
の
起
筆
部
分
（
第
二
画
と
第
三
画
の
連
綿
）
は
欠
損
し
て
い
る
。
他
方
の
書
陵
部
本
で
は
、
起
筆
か
ら

直
下
に
下
ろ
し
た
筆
が
外
側
に
回
っ
て
第
一
画
上
部
と
交
差
し
、
第
二
画
と
繋
が
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
川
」
に
は
相
違
な
い
が
、
筑

波
大
学
本
で
は
後
筆
で
文
字
中
央
に
「
ヒ
」
と
見
せ
消
ち
に
し
、
行
末
に
「
川
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
。
東
洋
文
庫
本
に
も
第
一
画
の
上

に
訂
正
を
意
図
し
た
と
思
し
き
墨
筆
が
あ
る
。

筑
波
大
学
本
の
「
川
」
と
同
一
の
活
字
を
筑
波
大
学
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
内
に
探
す
と
、『
保
元
物
語
』
に
五
例
（【
事
例

5
】
を
含
め
な
い
。
上
68
オ
3
「
角
て
は
つ
／
ゐ
に
」、
下
7
オ
9
「
思
ひ
つ
る
に
」
等
）、『
平
治
物
語
』
に
二
十
一
例
（
上
6
オ
1
「
つ

ゐ
て
あ
ら
は
」、
中
6
ウ
4
「
筑
後
守
つ
と
参
て
」、
下
13
ウ
9
「
物
を
た
つ
ぬ
れ
／
は
」
等
）
を
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
漢
字
「
川
」
で

は
な
く
平
仮
名
「
つ
」
と
し
て
の
用
例
だ
っ
た
。
一
方
、書
陵
部
本
の
「
川
」
と
同
一
の
活
字
は
筑
波
大
学
本
の
両
作
品
に
見
出
せ
な
か
っ

た
。
加
え
て
、
同
じ
文
字
の
異
な
る
活
字
の
字
形
を
も
参
照
す
る
限
り
、
第
一
種
で
は
、
筑
波
大
学
本
・
東
洋
文
庫
本
の
よ
う
な
字
形
の

変
体
仮
名
「
つ
（
川
）」
と
、
書
陵
部
本
の
ご
と
き
字
形
の
漢
字
「
川
」
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
そ
う
す
る
と
【
事
例
5
】

の
異
同
は
、「
桂
川
」
が
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
書
陵
部
本
が
「
つ
（
川
）」
を
「
川
」
に
差
し
替
え
た
も
の
と
理

解
で
き
る
。
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但
し
、
実
は
こ
の
丁
面
は
事
情
が
複
雑
で
、
同
じ
版
面
の
8
行
目
「
ま
い
ら
せ
た
く
は
」
に
は
東
洋
文
庫
本
の
み
孤
立
す
る
【
事
例

6
】
が
見
出
せ
る
。

【
事
例
6
】『
保
元
物
語
』
下
5
ウ
8

（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
文
庫
本
）

　

　

こ
の
文
字
列
の
う
ち
、筑
波
大
学
本
は
連
続
活
字
「
た
く
（
多
久
）」
を
用
い
て
い
る
（
書
陵
部
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。
本
活
字
は
「
く
」

の
収
筆
が
柔
ら
か
く
直
下
に
曲
が
っ
て
次
の
文
字
「
は
（
者
）」
の
起
筆
に
近
づ
く
点
で
特
徴
的
だ
。
し
か
し
、
他
方
の
東
洋
文
庫
本
で

は
「
く
」
の
収
筆
部
分
が
右
下
に
鋭
く
伸
び
、「
は
」
の
起
筆
位
置
と
離
れ
て
い
る
。
両
者
は
明
ら
か
に
異
な
る
活
字
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
場
合
は
連
続
活
字
が
正
に
「
た
く
」
な
の
か
、「
た
ゝ
」
の
誤
植
な
の
か
、
正
誤
を
判
じ
難
い
（
こ
う
い
う
判
断
は
文
脈
に
依
拠
す

る
と
思
わ
れ
る
）。
ゆ
え
に
、
本
箇
所
で
は
筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
の
先
後
関
係
を
判
断
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
東
洋
文
庫
本
が

先
に
刷
ら
れ
、【
事
例
6
】「
た
く
」
を
別
の
活
字
に
差
し
替
え
て
筑
波
大
学
本
を
刷
り
、
さ
ら
に
【
事
例
5
】「
桂
川
」
の
漢
字
表
記
を

明
確
化
し
た
の
が
書
陵
部
本
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
但
し
、
こ
の
仮
説
で
は
「
た
く
」
を
別
の
活
字
に
差
し
替
え
た
理
由
が
不

明
瞭
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
【
事
例
5
・
6
】
は
誤
字
訂
正
と
断
言
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
高
木
浩
明
氏
は
、
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』『
方
丈
記
』

に
も
誤
字
訂
正
と
い
う
考
え
方
の
み
で
は
理
解
で
き
な
い
植
字
の
差
し
替
え
を
指
摘
す
る（
６
）。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
、
鈴
木
広
光
氏
は
嵯
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峨
本
『
伊
勢
物
語
』
第
一
版
の
検
討
か
ら
「
こ
と
さ
ら
に
字
形
の
異
な
る
活
字
を
選
択
し
た
り
、
新
た
に
活
字
を
制
作
し
た
り
し
た
の
は

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
あ
る
本
と
他
の
本
が
「
別
物
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
一
点
物

の
工
芸
品
を
志
向
し
た
結
果
と
し
、
第
二
版
は
さ
ら
に
新
た
な
版
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
と
す
る（
７
）。
無
論
、
嵯
峨
本
『
伊
勢
物

語
』
の
場
合
は
異
版
同
士
（
解
版
前
と
解
版
後
の
二
種
類
の
版
面
）
の
比
較
な
の
で
、
嵯
峨
本
で
は
な
く
、
ま
た
同
版
同
士
の
比
較
で
見

出
さ
れ
た
『
保
元
物
語
』
第
一
種
の
活
字
差
し
替
え
の
事
例
と
同
位
相
で
論
じ
る
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
だ
ろ
う
。
但
し
、
両
氏
の
研
究

に
よ
っ
て
「
部
分
異
植
字
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
如
上
の
現
象
が
、『
保
元
物
語
』
第
一
種
で
は
誤
字
訂
正
の
事
例
と
し
て
複
数
確
認
さ
れ

た
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　

な
お
、
誤
字
訂
正
と
い
え
る
活
字
の
差
し
替
え
は
『
平
治
物
語
』
第
一
種
に
も
一
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

【
事
例
7
】『
平
治
物
語
』
上
52
オ
10
―
ウ
1

（
筑
波
大
学
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
書
陵
部
本
）
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【
事
例
7
】
は
丁
の
表
と
裏
を
跨
ぐ
文
章
で
、
武
士
の
名
寄
せ
部
分
で
あ
る
。
筑
波
大
学
本
に
は
「
上
総
介
八
郎
殿
常
／
陸
国
に
ハ
」

と
あ
る
が（
８
）、
こ
の
行
末
に
「
弘
」、
次
行
の
行
頭
に
「
常
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
、「
陸
」
の
上
に
は
補
入
記
号
「
〇
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
…
…
上
総
介
八
郎
殿
、
常
陸
国
に
ハ
関
次
郎
時
貞
、
…
…
」
を
「
弘
」「
常
」
の
誤
脱
と
し
、「
…
…
上
総
介
八
郎
殿
弘
常
、
常

陸
国
に
ハ
関
次
郎
時
貞
、
…
…
」
と
い
う
本
文
を
是
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
書
陵
部
本
の
同
箇
所
は
「
上
総
介
八
郎
弘
常
／
陸

国
に
は
関
次
郎
時
貞
」
と
し
、「
陸
」
の
右
上
に
「
常
」
と
墨
書
す
る
。「
常
」
の
誤
脱
と
見
る
の
で
あ
る
。
筑
波
大
学
本
と
比
較
す
る
と
、

書
陵
部
本
の
活
字
「
殿
」
は
「
弘
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
「
常
」
の
目
移
り
に
よ
る
誤
脱
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
訂
正
し
た
の
が
書
陵
部
本
な
ら
ば
、
筑
波
大
学
本
の
「
八
郎
殿
」

は
書
陵
部
本
に
先
行
す
る
誤
り
だ
ろ
う
。
筑
波
大
学
本
が
上
総
介
弘
常
を
「
八
郎
殿
」
と
誤
っ
た
背
景
に
は
、『
保
元
物
語
』
の
「
八
郎
殿
」

（
鎮
西
八
郎
為
朝
）
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い（
９
）。

　

以
上
、
本
節
で
扱
っ
た
活
字
差
し
替
え
の
多
く
は
誤
字
訂
正
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
伝
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
丁
毎
の
先
後

関
係
を
示
す
。
そ
う
考
え
る
と
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
第
一
種
古
活
字
版
の
刊
行
の
実
態
は
、
次
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
最
初
の
組
版
で
一
定
量
を
刷
り
、
そ
れ
を
校
閲
し
て
発
覚
し
た
誤
字
を
差
し
替
え
、
刷
り
直
し
た
。
あ
る
い
は
、
誤
植
を
認
定
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す
る
以
外
の
場
合
に
も
活
字
を
差
し
替
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
数
度
に
及
ぶ
が
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
植
字
盤
で
、
解
版

前
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
活
字
差
し
替
え
前
の
刷
り
貯
め
と
差
し
替
え
後
の
刷
り
貯
め
は
区
別
さ
れ
ず
、
適
宜
用
い
て
製
本
さ
れ

て
い
た
、
と（
⓾
）。

四
、
第
一
種
の
版
面
の
違
和
感
と
そ
の
解
消

　

前
節
で
取
り
上
げ
た
事
例
に
よ
る
と
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
第
一
種
に
お
い
て
部
分
的
に
活
字
を
差
し
替
え
る
場
合
の
多

く
は
誤
字
の
訂
正
を
意
図
し
て
い
た
。
し
か
し
、
活
字
の
差
し
替
え
は
別
の
目
的
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
目
的
と
は
、
版

面
に
生
じ
た
違
和
感
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
事
例
8
】『
保
元
物
語
』
上
68
オ
5
―
7

（
筑
波
大
学
本
）　　
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こ
こ
で
は
、
筑
波
大
学
本
が
「
へ
（
部
）」
を
三
行
分
横
並
び
に
配
置
す
る
一
方
、
書
陵
部
本
は
6
行
目
（
掲
載
図
版
の
中
央
行
）
の

み
「
へ
（
辺
）」
を
用
い
て
い
る
（
東
洋
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。
こ
の
現
象
は
、
校
正
者
が
偶
然
横
に
並
ん
だ
三
つ
の
「
へ
（
部
）」

に
違
和
感
を
覚
え
、
植
字
職
人
に
指
示
し
て
解
版
前
に
中
央
の
活
字
を
「
へ
（
辺
）」
に
差
し
替
え
さ
せ
て
解
消
を
図
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
る
。

　

同
様
の
事
例
を
挙
げ
よ
う
。



－ 56 －－ 57 －

『保元物語』『平治物語』に見る古活字版刊行事業の一端 （阿部）

【
事
例
9
】『
保
元
物
語
』
下
36
オ
3
―
8

（
筑
波
大
学
本
）　　
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筑
波
大
学
本
で
は
、
下
36
オ
3
（
掲
載
図
版
の
最
右
行
）「
悲
し
／
け
れ
（
介
礼
）」
と
同
4
「
あ
り
／
け
れ
（
計
連
）
／
と
も
」
の
連

続
活
字
「
け
れ
」
が
横
並
び
に
な
っ
て
お
り
、ま
た
同
7
「
思
ひ
／
や
／
る
／
さ
／
へ
（
部
）」
と
同
8
「
思
／
へ
（
辺
）
／
と
も
」
の
「
へ
」

も
隣
り
合
っ
て
い
る（
書
陵
部
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。
こ
の
箇
所
を
東
洋
文
庫
本
で
確
認
す
る
と
、4
行
目
の
活
字
が「
あ
り
／
け
れ（
介

礼
）」、
8
行
目
の
活
字
が
「
思
／
へ
（
部
）
／
と
も
」
と
な
っ
て
お
り
、
筑
波
大
学
本
と
は
活
字
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
東
洋
文
庫
本
で

は
字
母
の
同
じ
平
仮
名
活
字
が
二
箇
所
で
横
並
び
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
【
事
例
8
】
と
同
様
に
、
横
並
び
に
よ
る
版
面
の

違
和
感
を
解
消
し
た
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
同
版
だ
が
、
東
洋
文
庫
本
を
先
の
摺
刷
、
筑
波
大
学
本
・
書
陵
部
本
を
後
の
摺
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刷
と
区
別
で
き
よ
う
。
前
節
で
は
誤
字
訂
正
を
目
的
と
し
た
活
字
の
差
し
替
え
に
つ
い
て
複
数
の
事
例
を
確
認
し
た
が
、
本
節
の
【
事
例

8
・
9
】
は
正
誤
で
は
な
く
、
同
一
の
字
母
が
横
並
び
に
な
る
の
を
避
け
る
傾
向
、
書
記
に
対
す
る
日
本
人
の
一
般
的
な
価
値
観
に
基
づ

く
差
し
替
え
で
あ
る
点
で
質
が
異
な
る
。
こ
う
し
た
観
点
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
や
ら
嵯
峨
本
や
観
世
流
謡
本
だ
け
で
は
な
い

ら
し
い
。

　

但
し
、【
事
例
8
・
9
】
の
よ
う
な
版
面
の
違
和
感
を
解
消
す
る
活
字
の
差
し
替
え
は
、
そ
れ
ほ
ど
徹
底
さ
れ
た
方
針
で
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
た
と
え
ば
『
保
元
物
語
』
下
4
オ
7
―
9
「
の
（
乃
）」、下
13
オ
7
―
9
「
に
（
尓
）」
の
横
並
び
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。『
平

治
物
語
』
第
一
種
（
筑
波
大
学
本
・
書
陵
部
本
・
成
簣
堂
文
庫
本
）
も
、
同
じ
平
仮
名
の
三
つ
の
横
並
び
と
い
う
現
象
は
複
数
確
認
で
き

る
が
（
中
1
ウ
4
―
6
「
か
ら
」、
下
8
ウ
1
―
3
「
し
」
等
）、
い
ず
れ
に
も
活
字
の
差
し
替
え
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　

最
後
に
、
東
洋
文
庫
本
『
保
元
物
語
』
の
補
写
丁
（
上
60
オ
―
ウ
）
の
問
題
を
示
す
。
該
丁
は
基
本
的
に
他
本
の
版
と
同
じ
書
式
（
行

数
・
字
詰
め
・
版
心
等
）
で
書
か
れ
て
お
り
、
一
見
透
き
写
し
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
字
母
の
異
な
る
平
仮
名
や
字
詰
め
の
異
な

る
行
が
散
見
す
る
。
こ
の
補
写
丁
に
は
、
東
洋
文
庫
本
の
他
丁
に
施
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
朱
引
き
が
あ
り
、
朱
引
き
の
時
点
で
既
に
該

本
に
備
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
補
写
丁
が
加
え
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
そ
れ
は
東
洋
文
庫

本
成
立
当
初
よ
り
備
わ
っ
て
い
た
と
思
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
丁
の
筆
跡
が
第
一
種
の
字
体
と
酷
似
し
て
お
り
、
第
一
種
の
活
字
制
作

時
に
版
下
を
手
掛
け
た
人
物
の
真
筆
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
の
丁
面
を
掲
げ
る
。

【
事
例
10
】『
保
元
物
語
』
上
60
オ

（
筑
波
大
学
本
）　　
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東
洋
文
庫
本
）
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筑
波
大
学
本
と
東
洋
文
庫
本
の
用
字
は
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
た
と
え
ば
2
行
目
の
平
仮
名
「
れ
」「
は
」「
に
」
は
字
母
が
異
な
る
。

ま
た
、
筑
波
大
学
本
の
6
―
7
行
目
「
思
ふ
矢
つ
ほ
に
下
り
つ
／
つ
平
野
平
太
か
左
の
臑
当
を
」
は
、
東
洋
文
庫
本
で
は
「
下
り
つ
ゝ
」

ま
で
が
6
行
目
に
収
ま
り
、
7
行
目
冒
頭
が
「
平
野
平
太
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
既
成
の
同
丁
の
透
き
写
し
で
は
な
く
、
そ

れ
を
横
に
置
き
、
時
々
平
仮
名
や
字
詰
め
を
変
え
な
が
ら
、
あ
る
程
度
柔
軟
な
態
度
で
書
写
し
た
結
果
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
幾
つ
か
の

文
字
に
注
目
し
て
、
筑
波
大
学
本
の
活
字
と
東
洋
文
庫
本
の
補
写
の
筆
跡
の
特
徴
を
比
較
す
る
。

　

ま
ず
1
行
目
「
郎
」
は
、
偏
「
良
」
の
上
部
は
中
央
に
あ
る
も
の
の
下
部
が
や
や
左
に
湾
曲
し
、
そ
の
た
め
に
空
い
た
中
央
の
空
間
近

く
に
旁
「
阝
」
が
書
き
始
め
ら
れ
る
。「
阝
」
の
第
一
・
二
画
は
鋭
く
折
れ
曲
が
り
、
最
終
画
の
縦
払
い
も
や
や
反
り
つ
つ
鋭
い
筆
勢
で
あ

る
。
ま
た
、
2
行
目
「
乃
」
も
第
一
画
の
左
払
い
は
直
線
に
伸
び
、
上
方
に
跳
ね
て
第
二
画
に
移
る
。
第
二
画
の
収
筆
は
跳
ね
ず
に
緩
や

か
に
流
さ
れ
て
い
る
。
同
行
「
夫
」
の
最
終
画
の
起
筆
が
、
第
二
画
横
画
に
接
し
な
が
ら
第
三
画
の
左
払
い
と
交
差
す
る
点
も
、
強
い
筆

勢
と
い
え
よ
う
。
他
に
も
材
料
は
あ
る
が
、
如
上
の
文
字
の
特
徴
は
、
筑
波
大
学
本
の
活
字
と
東
洋
文
庫
本
補
写
丁
の
筆
跡
と
で
、
全
て

一
致
す
る
。

少
な
く
と
も
、
東
洋
文
庫
本
の
補
写
丁
の
筆
者
は
第
一
種
の
活
字
の
書
風
を
忠
実
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
後
代
の
補
筆
と
見

る
な
ら
ば
、
前
後
の
版
面
と
補
写
丁
の
間
に
違
和
感
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
相
当
腐
心
し
た
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
書
写
態
度
は
字
母
の
異
な
る
平
仮
名
の
使
用
や
改
行
場
所
の
変
更
と
い
っ
た
前
述
の
柔
軟
性
と
か
み
合
わ
な
い
。
時
に
僅
か
な
変
化

を
織
り
交
ぜ
つ
つ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
似
せ
て
書
写
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
に
、
第
一
種
の
活
字
を
作
成
す
る
版
下
原
稿
の
筆
者
と
東

洋
文
庫
本
の
補
写
丁
の
筆
者
が
同
一
で
あ
り
、
該
丁
が
製
本
時
に
既
に
備
わ
っ
て
い
た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
推

測
は
、
該
丁
の
料
紙
（
楮
紙
）
が
前
後
の
料
紙
と
同
質
の
も
の
と
見
做
し
得
る
点
か
ら
も
補
強
で
き
よ
う
。
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五
、
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
第
十
一
種
は
「
共
時
に
開
版
」
さ
れ
た
か

　

第
十
一
種
の
調
査
で
は
以
下
の
伝
本
を
対
象
と
し
た
。
な
お
、
川
瀬
氏
の
挙
げ
る
『
平
治
物
語
』
の
伝
本
「
栗
田
元
次
氏
中巻

蔵
」
は
所

在
不
明
の
た
め
本
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。

『
保
元
物
語
』

・
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
一
般
Ｃ
＊
九
一
三
・
四
四
＊
＊
一
―
一
～
一
―
三
）
三
巻
三
冊　
【
関
西
大
学
本
】

・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
Ｗ
Ａ
七
―
一
六
五
）
三
巻
三
冊　
【
国
会
本
】

・
一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
本
（『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』
五
九
九
頁
・
上
段
）
三
巻
三
冊　
【
成

   

簣
堂
文
庫
本
】

・
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
（『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』〈
精
興
社　

一
九
三
九
・
一
〇
〉
四
五
四
頁
・

  

一
四
行
目
）
三
巻
三
冊　
【
尊
経
閣
文
庫
本
】

『
平
治
物
語
』

・
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
一
般
Ｃ
＊
九
一
三
・
四
四
＊
＊
一
―
四
～
一
―
六
）
三
巻
三
冊　
【
関
西
大
学
本
】

・
一
般
財
団
法
人
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
本
（『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』
五
九
九
頁
・
上
段
）
三
巻
三
冊　
【
成

   

簣
堂
文
庫
本
】

・
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
（『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
四
五
五
頁
・
三
行
目
）
三
巻
三
冊　
【
尊
経
閣

   

文
庫
本
】
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・
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所
蔵
本
（
三
―
Ａ
ｄ
―
三
五
）
三
巻
三
冊　
【
東
洋
文
庫
本
】

・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
（
甲
和
／
八
四
六
）
三
巻
三
冊　
【
中
之
島
本
】

　

第
十
一
種
は
川
瀬
氏
の
指
摘
通
り
、
刊
記
が
『
平
治
物
語
』
の
み
に
見
ら
れ
る
。『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
第
十
一
種
が
「
共
時
に

開
版
」
さ
れ
た
一
論
拠
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
両
作
品
の
同
一
活
字
の
共
有
と
い
う
側
面
か
ら
補
強
し
た
い
。

【
事
例
11
】
第
十
一
類
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
同
一
活
字

国
会
本
『
保
元
物
語
』　　
　

①
巻
一
3
オ
6
「
理
」　

②
巻
一
7
ウ
9
「
隠
」　

③
巻
三
15
ウ
10
「
継
」　

関
西
大
学
本
『
平
治
物
語
』　

④
巻
一
11
ウ
2
「
理
」　

⑤
巻
一
22
ウ
6
「
隠
」　

⑥
巻
二
8
ウ
11
「
継
」

　

該
種
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
で
、
漢
字
は
基
本
的
に
楷
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
部
分
的
に
は
行
書
体
も
見
受
け
ら
れ
、
た
と
え

ば
【
事
例
11
】
①
『
保
元
物
語
』
巻
一
3
オ
6
「
理
」
は
王
偏
が
第
二
画
か
ら
第
三
画
に
か
け
て
円
を
描
く
よ
う
な
形
状
で
、
こ
れ
は
④
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『
平
治
物
語
』
巻
一
11
ウ
2
「
理
」
と
同
一
活
字
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
活
字
の
特
徴
は
、
旁
「
里
」
の
第
一
画
（
縦
画
）
の
収
筆
部
分

に
下
方
へ
の
出
っ
張
り
が
あ
る
点
や
、
最
終
画
（
横
画
）
が
撓
ん
で
い
る
点
に
も
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
②
『
保
元
物
語
』
巻
一
7
ウ

9
「
隠
」
は
阜
偏
「
阝
」
の
縦
画
の
欠
損
か
ら
、
⑤
『
平
治
物
語
』
巻
一
22
ウ
6
「
隠
」
と
同
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
③
『
保
元
物
語
』

巻
三
15
ウ
10
「
継
」
も
旁
が
行
書
体
に
な
っ
て
お
り
、
⑥
『
平
治
物
語
』
巻
二
8
ウ
11
「
継
」
と
同
じ
活
字
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
活
字
を

共
有
す
る
両
作
品
は
、
同
一
の
工
房
で
極
め
て
近
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
川
瀬
氏
の
指
摘
通
り
「
共
時
に
開

版
」
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

六
、
『
保
元
物
語
』
第
十
一
種
の
活
字
の
差
し
替
え

　

第
十
一
種
に
も
、
第
一
種
と
同
様
に
誤
字
訂
正
と
思
わ
れ
る
活
字
の
差
し
替
え
が
存
在
す
る
。
ま
ず
は
『
保
元
物
語
』
を
確
認
す
る
。

【
事
例
12
】『
保
元
物
語
』
巻
一
8
オ
4

（
国
会
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
関
西
大
学
本
）

　

【
事
例
12
】
は
第
一
種
の
【
事
例
3
】
と
同
じ
箇
所
で
、
偶
然
に
も
同
様
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
さ
し
お
き
（
テ
）」
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が
国
会
本
「
閤
」（
成
簣
堂
文
庫
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）、
対
し
て
関
西
大
学
本
「
閣
」
と
異
な
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は

関
西
大
学
本
「
閣
」
の
門
構
え
に
欠
損
が
生
じ
て
い
る
点
だ
が
、
こ
の
活
字
は
他
所
（
巻
一
7
オ
9
「
関
白
ヲ
閣
テ
」、
巻
三
17
オ
4
「
嫡

庶
ヲ
閣
テ
」）
に
も
確
認
で
き
る（
⓫
）。
ま
た
、
第
十
一
種
で
は
、
今
日
の
感
覚
か
ら
す
る
と
誤
字
と
判
断
さ
れ
る
活
字
が
、
類
似
す
る
字

形
の
活
字
と
し
て
平
然
と
使
用
さ
れ
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
（
巻
三
25
ウ
6
「
御
曽
（
＝
曹
）
司
」、巻
三
28
オ
1
「
脳
（
＝
悩
）
マ
サ
ン
」

等
）。
要
す
る
に
【
事
例
12
】
は
巻
一
第
8
丁
の
先
後
判
定
を
す
る
材
料
に
は
な
ら
な
い
。

【
事
例
13
】『
保
元
物
語
』
巻
二
4
オ
5

（
国
会
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
関
西
大
学
本
）

　　

　

掲
出
し
た
文
字
列
「
宣
ケ
ル
ハ
必
清
盛
カ
」
の
う
ち
、
関
西
大
学
本
の
み
「
必
」
が
欠
損
し
て
い
る
（
成
簣
堂
文
庫
本
・
尊
経
閣
文
庫

本
は
国
会
本
に
同
じ
。
掲
出
略
）。
こ
の
欠
損
活
字
「
必
」
も
他
所
に
確
認
で
き
（
巻
三
14
ウ
10
、
同
28
ウ
4
等
）、【
事
例
12
】
と
同
じ

く
先
後
関
係
を
決
し
難
い（
⓬
）。

【
事
例
14
】『
保
元
物
語
』
巻
二
20
ウ
2
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（
国
会
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
西
大
学
本
）

　　

　

頼
長
が
自
殺
未
遂
を
す
る
場
面
、
第
一
種
で
は
下
6
オ
9
「
御
舌
の
前
を
食
切
て
」（
書
陵
部
本
）
と
す
る
。
こ
の
「
食
切
て
」
相
当

部
を
国
会
本
は
「
嚼
切
テ
」、
関
西
大
学
本
は
「
噬
切
テ
」
と
す
る
（
成
簣
堂
文
庫
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。「
嚼
」「
噬
」

は
共
に
「
く
ふ
」
と
訓
じ
る
の
で
誤
り
で
は
な
く
、
こ
こ
で
も
先
後
関
係
や
活
字
差
し
替
え
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。

　

右
三
例
に
よ
れ
ば
、
第
一
種
と
同
様
、
第
十
一
種
で
も
刊
行
者
は
一
度
組
版
し
て
あ
る
程
度
刷
り
貯
め
、
校
閲
の
後
に
部
分
的
に
活
字

を
差
し
替
え
て
再
度
摺
刷
し
て
い
た
と
い
え
る
。
但
し
、
第
一
種
の
と
き
ほ
ど
事
例
は
多
く
な
く
、
と
も
す
る
と
校
閲
の
頻
度
は
慶
長
期

か
ら
元
和
期
に
か
け
て
減
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

如
上
の
検
討
だ
け
で
は
、活
字
を
差
し
替
え
た
刊
行
者
の
意
図
を
探
り
づ
ら
い
。
し
か
し
、次
の
二
例
に
よ
れ
ば
、後
の
摺
刷
に
携
わ
っ

た
刊
行
者
の
意
図
が
垣
間
見
え
る
と
思
わ
れ
る
。

【
事
例
15
】『
保
元
物
語
』
巻
二
23
オ
3

（
国
会
本
）
成
簣
堂
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
。
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（
関
西
大
学
本
）
尊
経
閣
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
。

【
事
例
15
】
は
、
国
会
本
・
成
簣
堂
文
庫
本
「
不
之
」
と
関
西
大
学
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
「
不
然
」
に
分
け
ら
れ
る
が
、「
し
か
ず
」

と
読
ま
せ
る
な
ら
ば
正
し
い
用
字
は
「
不
如
」
だ
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
も
誤
字
な
の
だ
が
、
一
方
が
他
方
を
修
正
す
る
意
図
を
以
て
活
字

を
差
し
替
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

読
者
に
配
慮
し
た
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
る
。

【
事
例
16
】『
保
元
物
語
』
巻
二
11
ウ
8

（
国
会
本
）　

（
関
西
大
学
本
）

　

こ
れ
は
白
河
北
殿
合
戦
で
高
間
兄
弟
を
討
っ
た
金
子
家
忠
が
、
そ
の
剛
気
ゆ
え
に
為
朝
の
攻
撃
を
免
れ
た
場
面
の
評
言
で
あ
る
。
国
会



－ 68 －－ 69 －

『保元物語』『平治物語』に見る古活字版刊行事業の一端 （阿部）

本
は
「
又
無
高
名
」（
行
23
字
詰
め
）
と
し（
⓭
）、
関
西
大
学
本
は
「
又
ナ
キ
高
名
」（
行
24
字
詰
め
）
と
す
る
（
成
簣
堂
文
庫
本
・
尊
経
閣

文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。
こ
の
よ
う
に
活
字
の
差
し
替
え
に
よ
り
字
詰
め
が
変
動
す
る
場
合
、
同
行
の
字
間
に
影
響
し
て
次
行
に
一

字
送
る
可
能
性
も
出
て
く
る
が
、
今
回
は
一
行
に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
無
理
を
し
て
ま
で
片
仮
名
表
記
を
選
ん
だ
関
西
大
学
本

の
刊
行
者
は
何
を
考
え
て
い
た
の
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
国
会
本
が
先
行
し
、
そ
の
校
閲
の
段
階
で
「
又
無
高
名
仕
究
」
と
六
文

字
も
漢
字
が
連
続
し
て
は
読
み
に
く
い
と
判
断
さ
れ
、
以
降
は
「
無
」
を
片
仮
名
に
開
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
会
本
の
文
字
列
で

は
「
又
、
高
名
無
く
、
…
…
」
等
の
誤
読
を
誘
発
し
か
ね
な
い
が
、
関
西
大
学
本
の
片
仮
名
「
又
ナ
キ
高
名
」
で
は
文
意
が
定
ま
る
。
こ

の
よ
う
に
、
先
の
摺
刷
物
を
校
閲
し
て
誤
読
の
危
険
性
を
見
付
け
、
部
分
的
に
活
字
を
改
め
て
刷
り
直
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

現
象
は
、
元
和
期
に
は
第
十
一
種
の
想
定
す
る
読
者
層
の
読
解
力
が
、
慶
長
期
の
第
一
種
の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
、
逆
に
言
え
ば

そ
れ
だ
け
読
者
層
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

七
、
『
平
治
物
語
』
第
十
一
種
の
活
字
の
差
し
替
え

　

第
一
種
と
同
様
、『
平
治
物
語
』
第
十
一
種
に
も
『
保
元
物
語
』
と
同
程
度
の
活
字
の
差
し
替
え
の
事
例
を
見
出
し
に
く
い
。
し
か
し
、

僅
少
な
が
ら
注
目
す
べ
き
事
例
が
あ
る
。

【
事
例
17
】『
平
治
物
語
』
巻
二
15
オ
3
―
5

（
中
之
島
本
）
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（
関
西
大
学
本
）

　

中
之
島
本
（
成
簣
堂
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）
と
関
西
大
学
本
（
尊
経
閣
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）
で
は
、
巻

二
15
オ
3
・
4
の
字
詰
め
が
異
な
る
。
前
者
で
は
3
行
目
（
掲
載
図
版
の
最
右
行
）
―
26
字
、
4
行
目
―
25
字
、
5
行
目
―
24
字
で
あ
る

の
に
対
し
、
後
者
で
は
順
に
27
字
、
25
字
、
24
字
だ
。
3
行
目
と
4
行
目
の
相
違
点
は
、
3
―
4
行
目
に
跨
が
る
行
文
「
鎌
田
馬
ヨ
リ
飛

テ
」
の
「
ヨ
」
の
位
置
と
、
4
―
5
行
目
に
跨
が
る
行
文
「
弓
矢
ヲ
取
テ
何
モ
勝
負
ナ
シ
」
の
「
何
」
の
送
り
仮
名
「
レ
」
の
有
無
で
あ

る
。
但
し
、
中
之
島
本
は
後
筆
で
「
何
」
の
右
傍
に
「
レ
」
と
送
り
仮
名
を
書
き
加
え
て
い
る
。
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こ
れ
を
先
の
【
事
例
16
】
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
4
行
目
「
何
」
は
複
数
の
訓
が

想
定
さ
れ
、読
者
の
誤
読
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
「
レ
」
を
送
り
、訓
を
「
い
づ
（
レ
）」
に
限
定
す
る
必
要
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、

そ
う
す
る
と
4
行
目
内
に
活
字
が
収
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
3
行
目
末
「
鎌
田
馬
」
周
辺
に
用
い
て
い
た
込
め
物
を
取
り
除
き
、「
ヨ
」
を

4
行
目
冒
頭
か
ら
3
行
目
末
尾
に
移
し
た
、
と
。
3
行
目
に
込
め
物
の
映
り
込
み
は
な
い
が
、
第
十
一
種
で
込
め
物
を
用
い
て
い
る
こ
と

は
他
の
箇
所
か
ら
確
実
で
あ
る（
⓮
）。
本
事
例
も
、
読
者
に
読
み
や
す
い
本
文
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
た
刊
行
者
が
、
中
之
島
本
の
ご
と
き

配
字
を
部
分
的
に
組
み
直
し
、
関
西
大
学
本
の
よ
う
な
配
字
に
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
種
に
は
、
版
面
の
違
和
感
を
解
消
す
る
た
め
の
活
字
の
差
し
替
え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
は
第
十
一
種
に
そ
う
い

う
事
例
を
見
出
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
下
17
オ
3
―
5
「
子
（
共
／
ト
モ
）」
や
下
34
ウ
4
―
6
「
ニ
」
は
横
並
び
の
ま
ま
だ
。
但
し
、

第
十
一
種
は
第
一
種
に
比
し
て
活
字
自
体
が
小
さ
く
な
り
、
ま
た
意
匠
を
凝
ら
し
た
字
体
を
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
（
片
仮
名
な

の
で
字
母
が
基
本
的
に
同
じ
）。
そ
の
た
め
か
、
同
一
文
字
の
横
並
び
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
第
十
一
種
は

版
面
の
違
和
感
を
全
く
気
に
し
な
い
の
か
。

【
事
例
18
】『
平
治
物
語
』
巻
三
27
オ
1
―
2

（
東
洋
文
庫
本
）
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（
関
西
大
学
本
）

　
【
事
例
18
】
は
活
字
の
差
し
替
え
で
は
な
い
が
、
東
洋
文
庫
本
で
は
1
行
目
末
尾
「
細
々
」
の
下
に
比
較
的
大
き
な
空
白
が
あ
る
（
尊

経
閣
文
庫
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。
そ
れ
が
、
関
西
大
学
本
に
は
な
い
（
成
簣
堂
文
庫
本
・
中
之
島
本
も
同
じ
。
掲
出
略
）。
こ
の
現
象
は
、

文
字
に
か
す
れ
や
ぶ
れ
が
見
ら
れ
ず
、
単
な
る
活
字
の
動
揺
（
摺
刷
の
際
の
ず
れ
）
に
は
見
え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
第
十
一
種
は
字
間

に
込
め
物
を
用
い
る
の
で
、【
事
例
18
】
は
い
ず
れ
の
場
合
も
込
め
物
を
利
用
し
て
こ
の
版
面
に
確
定
し
た
は
ず
だ
。
そ
れ
で
は
、
そ
こ

に
は
い
か
な
る
意
図
が
働
い
た
の
か
。

　

こ
れ
も
憶
測
と
な
る
が
、
先
行
す
る
の
は
字
間
を
詰
め
て
組
版
し
た
東
洋
文
庫
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
で
は
行
末
に
比
較
的
大

き
な
込
め
物
を
入
れ
て
調
整
し
た
が
、
実
際
に
刷
っ
て
み
る
と
1
行
目
末
尾
の
空
白
が
や
や
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
違
和
感
を
解
消

す
る
た
め
に
、
該
行
の
各
字
間
を
調
整
し
て
後
に
刷
ら
れ
た
の
が
関
西
大
学
本
だ
、
と
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
微
調
整
だ
が
、

そ
れ
ほ
ど
美
し
く
な
い
活
字
を
全
般
的
に
用
い
る
第
十
一
種
（
元
和
四
年
刊
）
で
も
、
版
面
の
違
和
感
を
全
く
気
に
し
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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八
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
が
中
世
か
ら
近
世
に
引
き
継
が
れ
る
段
階
、
古
活
字
版
の
刊
行
時
期
に
焦
点
を
当
て
た
。
そ

し
て
、
両
作
品
の
刊
種
に
つ
い
て
は
川
瀬
氏
の
分
類
全
十
一
種
の
う
ち
、
第
一
種
（
慶
長
期
）
と
第
十
一
種
（
元
和
期
）
に
お
け
る
刊
行

の
実
態
を
調
査
し
、両
作
品
と
古
活
字
版
刊
行
事
業
の
関
係
、作
業
工
程
の
実
態
を
で
き
る
だ
け
鮮
明
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、

以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

第
一
種
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
は
、
川
瀬
氏
の
指
摘
通
り
、
共
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
一
工
房
内
で
同
一
の

植
字
盤
・
活
字
を
用
い
、『
保
元
物
語
』
を
先
に
、『
平
治
物
語
』
を
後
に
刊
行
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
従
来
一
括
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
第
一
種
内
に
も
、
伝
本
毎
に
相
違
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
相
違
と
は
、
解
版
前
の
部
分
的
な
活

字
の
差
し
替
え
で
あ
り
、
誤
字
を
訂
正
す
る
目
的
や
、
版
面
の
違
和
感
を
解
消
す
る
目
的
を
見
出
せ
た
。
こ
う
し
た
問
題
は
従
来
、
嵯
峨

本
『
伊
勢
物
語
』
や
観
世
流
謡
本
の
ご
と
き
美
術
品
・
工
芸
品
に
属
す
る
作
品
の
刊
行
の
実
態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
慶
長
期
刊

行
の
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
第
一
種
で
も
検
討
す
べ
き
問
題
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
両
作
品
の
第
十
一
種
に
も
同
一
活
字
の
共
有
を
確
認
し
、
川
瀬
氏
の
共
時
刊
行
説
を
追
認
し
た
。
ま
た
、
該
種
で
も
活
字
の

差
し
替
え
の
事
例
を
複
数
確
認
で
き
た
が
、
特
に
字
形
の
似
て
い
る
活
字
を
流
用
し
、
文
脈
に
任
せ
て
読
ま
せ
て
し
ま
う
事
例
が
あ
る
た

め
、
正
誤
・
先
後
関
係
の
判
定
、
さ
ら
に
刊
行
者
の
意
図
を
探
る
の
が
難
し
い
。
し
か
し
他
方
で
、
用
字
へ
の
拘
り
や
版
面
の
違
和
感
へ

の
対
処
も
窺
え
る
。
要
す
る
に
、
第
十
一
種
の
刊
行
方
法
や
刊
行
者
の
意
識
に
は
、
第
一
種
の
そ
れ
と
相
通
じ
る
側
面
が
残
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
十
一
種
の
活
字
の
差
し
替
え
に
は
読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
や
、
原
因
不
明
の
も
の
等
も
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
読
者
へ
の
配
慮
と
い
う
性
格
か
ら
は
、
元
和
四
年
ま
で
の
度
重
な
る
刊
行
に
よ
り
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
が
既
に
、
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必
ず
し
も
高
い
教
養
・
読
解
力
を
前
提
と
し
な
い
広
範
な
読
者
層
を
獲
得
し
て
い
た
と
い
う
時
代
背
景
が
窺
え
よ
う
。

　

但
し
、
第
十
一
種
の
活
字
の
差
し
替
え
の
事
例
は
第
一
種
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
校
閲
の
回
数
の
変
遷
を
想
定
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
古
活
字
版
が
一
度
の
組
版
で
何
部
刷
ら
れ
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
先
行
す
る
印
刷
物
を
刷
り
貯
め
、
校
閲
・
改
訂
を
経
て

次
の
摺
刷
、
ま
た
校
閲
・
改
訂
し
て
三
度
目
の
摺
刷
…
…
と
い
う
手
順
で
刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
だ（
⓯
）。
そ
の
校
閲
の
頻
度
は
、

第
十
一
種
よ
り
も
第
一
種
の
方
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
慶
長
期
か
ら
元
和
期
に
か
け
て
の
校
閲
の
回
数
の
減
少
は
、
印
刷
の

効
率
化
（
量
産
の
目
的
）
と
解
せ
よ
う
。
そ
し
て
、
第
十
一
種
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
を
採
用
し
た
の
も
、
字
母
を
複
数
持
つ
平
仮
名
よ

り
も
版
面
に
違
和
感
が
出
に
く
い
た
め
、
す
な
わ
ち
校
閲
の
省
力
化
の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か（
⓰
）。
こ
こ
で
川
瀬
氏
の
「
平
家
物
語
太
平

記
等
に
比
し
て
片
仮
名
交
り
印
本
は
極
め
て
少
な
く
、
大
半
は
平
仮
名
交
り
印
本
で
あ
る
事
が
注
意
さ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
（
第
一
節
所

引
、
傍
線
部
②
）
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
に
比
し
て
小
規
模
な
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
で
は
校
閲
の
負

担
が
比
較
的
軽
く
、そ
の
た
め
に
平
仮
名
で
の
刊
行
を
長
期
間
行
え
た
可
能
性
、そ
う
し
た
状
況
下
に
お
け
る
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』

の
需
要
の
あ
り
方
と
の
関
連
の
可
能
性
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
活
字
差
し
替
え
の
事
例
が
『
保
元
物
語
』
に
多
く
『
平
治
物
語
』
に
少
な
い
と
い
う
傾
向
も
看
取
さ
れ
た
。
本
調
査
に
は
伝

本
の
現
存
状
況
に
よ
る
限
界
も
あ
ろ
う
が
、
今
回
確
認
し
た
範
囲
で
は
『
保
元
物
語
』
の
方
が
活
字
の
差
し
替
え
の
頻
度
が
高
く
、
複
雑

だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
傾
向
か
ら
は
、最
初
に
『
保
元
物
語
』
を
刊
行
し
て
要
領
を
得
、『
平
治
物
語
』
で
は
手
際
よ
く
作
業
が
で
き
た
、

と
い
う
事
情
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
第
一
種
・
第
十
一
種
は
共
に
、
製
本
す
る
際
に
は
そ
の
各
刷
の
山
を
区
別
せ
ず
に
製
本
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
に
現
存

本
で
は
、
各
丁
の
先
後
関
係
は
推
定
で
き
て
も
、
伝
本
毎
の
成
立
順
ま
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
こ
れ
も
本
調
査
で
得
た
刊
行
の
実
態

に
関
す
る
一
側
面
で
あ
る
。
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以
上
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
の
第
一
種
と
第
十
一
種
を
検
討
し
、
古
活
字
版
事
業
の
一
端
を
垣
間
見
た
。
両
作
品
に
は
、
こ
の

間
に
第
二
―
十
種
と
い
う
膨
大
な
数
の
古
活
字
版
が
あ
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
も
調
査
し
、
新
し
い
時
代
に
両
作
品
が
生
ま
れ
変
わ
る
様
相

を
追
究
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
第
二
編
第
八
章
第
二
節
「
国
文
学
書
活
字
開
版
の
概
観
と
其
の
種
類
」
の
う
ち
「（
四
）

軍
記
物
語
」
の
（
ハ
）
項
（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ　

一
九
六
七
・
一
二
。
初
版
安
田
文
庫　

一
九
三
七
・
六
）
上
巻
五
三
九
―
五
四
二
頁
。

（
2
）
注
1
前
掲
論
文
。

（
3
）
小
秋
元
段
氏
『
増
補
太
平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
』（
新
典
社　

二
〇
一
八
・
三
。
初
版
二
〇
〇
六
・
一
〇
）、
高
木
浩
明
氏
『
中
近

世
移
行
期
の
文
化
と
古
活
字
版
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
二
〇
・
一
二
）
等
。

（
4
）
川
瀬
氏
は
成
簣
堂
文
庫
蔵
無
刊
記
本
『
太
平
記
』（
慶
長
七
年
刊
）
の
活
字
に
つ
い
て
「
右
の
刻
本
（
古
活
字
版
『
太
平
記
』
慶
長

八
年
刊
本
―
引
用
者
注
）
と
同
種
の
古
拙
な
る
活
字
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
刊
行
者
を
慶
長
八
年
刊
本
と
同

じ
く
五
十
川
了
庵
と
し
た
（
注
1
前
掲
書
第
二
編
第
四
章
第
三
節
「
徳
川
家
康
の
開
版
事
業
」
二
。
二
二
三
頁
）。
後
の
小
秋
元

氏
も
両
本
の
活
字
を
同
一
と
し
、
川
瀬
氏
の
論
を
支
持
し
た
（
注
3
小
秋
元
氏
前
掲
書
第
一
部
第
三
章
「
慶
長
七
年
刊
古
活
字

本
の
本
文
を
め
ぐ
っ
て
」、
初
出
『
日
本
文
学
誌
要
』
六
〇
号　

一
九
九
九
・
七
）。
こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
古
活
字
版
か
ら
同
一

の
活
字
を
見
出
す
作
業
は
、
古
活
字
版
の
生
ま
れ
る
環
境
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
川
瀬
氏
の
用
語
「
同
種
活
字
」

の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
高
木
氏
「
同
種
活
字
と
は
何
者
か
？
」（『
日
本
古
書
通
信
』
第
一
一
二
六
号　

二
〇
二
三
・
五
）
等
が
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
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（
5
）
拙
稿
「
認
識
と
し
て
の
「
保
元
・
平
治
」
―
物
語
は
院
政
期
の
動
乱
を
い
か
に
捉
え
直
す
か
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
四
巻
四

号　

二
〇
一
七
・
四
）、「
認
識
と
し
て
の
「
保
元
・
平
治
」
追
考
―
『
平
家
物
語
』
の
用
例
を
中
心
に
―
」（
延
慶
本
注
釈
の
会

編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈　

別
巻
』
汲
古
書
院　

二
〇
二
一
・
一
）。

（
6
）
注
3
高
木
氏
前
掲
書
第
二
部
第
二
章
「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
書
誌
考
証
」（
初
出
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
二
三
号　

二
〇
〇
五
・
五
）。

高
木
氏
は
こ
う
い
う
現
象
を
「
植
字
工
の
遊
び
心
が
か
い
ま
見
え
る
よ
う
で
も
あ
る
」（
三
三
五
頁
）
と
述
べ
る
。

（
7
）
鈴
木
広
光
氏
『
日
本
語
活
字
印
刷
史
』
第
Ⅰ
部
第
1
章
「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
活
字
と
組
版
」（
名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
〇
一
五
・
二
。
初
出
『
近
世
文
芸
』
八
四
号　

二
〇
〇
六
・
三
）
五
八
頁
。

（
8
）
こ
の
「
常
」
は
【
事
例
4
】『
保
元
物
語
』
筑
波
大
学
本
の
「
清
和
常
祚
尊
」
の
三
文
字
目
と
同
一
活
字
で
あ
る
。

（
9
）
類
例
に
は
、
古
活
字
版
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
九
「
梶
原
二
度
懸
」
に
お
け
る
「
昔
八
幡
大
菩
薩
後
三
年
ノ
御
戦
イ
ニ
」
の

傍
線
部
が
「
八
幡
殿
」（
源
義
家
）
の
誤
り
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
古
活
字
版
の
底
本
（
梵
舜
本
・
写
本
）
の

段
階
で
既
に
起
き
て
い
た
誤
写
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
類
の
誤
り
は
刊
写
の
別
を
問
わ
な
い
と
い
え
よ
う
。
注

3
高
木
氏
前
掲
書
第
一
部
第
五
章
「『
平
家
物
語
』
古
活
字
覚
一
本
に
つ
い
て
の
覚
書
」（
初
出
『
軍
記
と
語
り
物
』
四
四
号　

二
〇
〇
八
・
三
）
二
四
五
―
六
頁
。

（
10
）
表
章
氏
『
図
説
光
悦
謡
本　

解
説
篇
』
第
二
章
―
一
「
特
製
本
（
㋑
）
と
特
製
異
植
本
（
㋺
）」（
有
秀
堂　

一
九
七
〇
・
一
〇
）
で

は
、『
姨
棄
』
の
異
植
字
に
つ
い
て
「
た
ま
た
ま
本
書
の
異
版
部
分
の
印
刷
枚
数
が
足
ら
ず
、
後
に
改
め
て
版
を
組
ん
で
刷
り
直

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
異
植
字
部
分
の
後
出
性
に
言
及
し
た
（
七
二
頁
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
伊
海
孝
充
氏
「
光
悦
謡
本
帖

装
本
再
検
―
版
式
・
分
類
・
刊
年
・
刊
行
者
の
諸
問
題
―
」（『
能
楽
研
究
』
四
六
号　

二
〇
二
二
・
三
）
が
批
判
し
、
む
し
ろ
「
特

製
本
」
と
「
特
製
異
植
字
本
」
は
極
め
て
近
い
時
期
の
刊
行
で
あ
り
、
区
別
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
ろ
う
と
す
る
異
説
を
唱
え
た
。
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な
お
、
高
木
氏
「
異
植
字
版
と
は
何
者
か
？
」「
異
植
字
版
と
は
何
者
か
？
そ
の
2
」（『
日
本
古
書
通
信
』
第
一
一
二
七
／

一
一
二
八
号　

二
〇
二
三
・
六
／
七
）
も
参
照
。

（
11
）
注
7
鈴
木
氏
前
掲
論
文
で
も
、
活
字
の
欠
損
は
活
字
の
差
し
替
え
・
交
換
の
必
要
条
件
で
は
な
い
趣
旨
の
指
摘
を
し
て
い
る
（
五
六

頁
）。

（
12
）
活
字
の
差
し
替
え
で
は
な
く
、
同
一
活
字
の
欠
損
か
ら
先
後
判
定
の
可
能
な
事
例
は
あ
る
。
た
と
え
ば
『
保
元
物
語
』
巻
三
14
オ

2
「
重
祚
」
は
、
成
簣
堂
文
庫
本
と
尊
経
閣
文
庫
本
が
「
祚
」
の
最
終
画
（
旁
「
乍
」
の
三
本
目
の
横
画
）
を
欠
く
た
め
、
そ

の
後
出
性
が
確
か
め
ら
れ
る
。

（
13
）
こ
の
「
無
」
は
「
灬
」
の
第
三
画
を
欠
損
し
て
お
り
、
同
一
活
字
と
し
て
『
保
元
物
語
』
巻
一
3
ウ
3
、
巻
一
5
オ
6
、
巻
二
11

ウ
8
等
を
確
認
で
き
る
。

（
14
）
巻
一
21
オ
7
「
右
■
」、
巻
二
12
オ
4
「
即
■
」、
巻
三
16
ウ
10
「
知
■
」
の
「
■
」
箇
所
等
。

（
15
）
橋
口
侯
之
介
氏
「
彫
師
・
摺
師
か
ら
見
た
日
本
の
出
版
形
態
」（
藤
本
幸
夫
氏
編
『
書
物
・
印
刷
・
本
屋
―
日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の

文
化
史
』
勉
誠
出
版　

二
〇
二
一
・
六
）
に
よ
る
と
、古
活
字
版
の
刊
行
は
「
百
部
ほ
ど
を
限
度
に
一
葉
を
組
ん
で
印
刷
し
、摺
っ

た
後
は
組
版
を
崩
し
て
、
必
要
な
文
字
は
次
葉
以
降
に
も
再
利
用
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
た
め
、
増
刷
す
る
に
は
活
字
を
も

う
一
度
組
み
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」（
五
二
五
頁
）
と
い
う
。

（
16
）
本
稿
で
は
平
仮
名
・
片
仮
名
の
区
別
に
関
し
て
刊
行
者
側
の
事
情
を
考
察
し
た
が
、
当
然
な
が
ら
読
者
側
の
事
情
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
今
西
祐
一
郎
氏
「
片
仮
名
版
と
平
仮
名
版
―
江
戸
時
代
出
版
の
一
風
景
―
」（『
東
方
学
』
一
四
六

輯　

二
〇
二
三
・
七
）
は
、
仮
名
表
記
が
江
戸
時
代
に
認
知
さ
れ
て
い
た
書
物
の
「
階
層
性
」
や
、
挿
絵
の
有
無
、
読
者
の
獲
得

の
問
題
と
関
わ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
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【
付
記
1
】
本
稿
の
調
査
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
第
一
種
：
筑
波
大
学
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』、
書

陵
部
本
『
保
元
物
語
』、
第
十
一
種
：
関
西
大
学
本
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』）、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
第
十
一
種
：
国
会
本
『
保
元
物
語
』）、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
Ｈ
Ｐ
・
東
洋
文
庫
全
頁
Ｄ
Ｂ
岩
崎
文
庫
（
第

一
種
：
東
洋
文
庫
本
『
保
元
物
語
』、
第
十
一
種
：
東
洋
文
庫
本
『
平
治
物
語
』）、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
「
お
お
さ

か
ｅ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
第
十
一
類
：
中
之
島
本
『
平
治
物
語
』）
等
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利

用
し
た
。
掲
載
図
版
の
う
ち
、
筑
波
大
学
本
は
掲
載
許
可
申
請
後
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
、【
事

例
10
・
18
】
は
東
洋
文
庫
で
の
原
本
調
査
時
に
複
写
を
申
請
し
た
カ
ラ
ー
写
真
、そ
の
他
は
全
て
上
記
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
拠
っ
た
。
原
本
閲
覧
及
び
図
版
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
機
関
に
は
、
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

【
付
記
2
】
本
稿
は
、
高
木
浩
明
氏
代
表
の
国
文
学
研
究
資
料
館
・
共
同
研
究
（
一
般
）「
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
・
デ
ジ
タ

ル
資
料
を
利
用
し
た
古
活
字
版
総
合
目
録
作
成
の
試
み
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。






